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特別号

選
挙
を
戦
う
陣
営
に
と
っ
て
先
ず
最
初
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
選
挙
事
務
所
の
確
保
で
あ
る
。
人
通
り
が
多

く
、
目
立
つ
所
、
し
か
も
交
通
の
便
が
良
く
て
、
出
来
れ
ば

駐
車
場
が
あ
れ
ば
最
高
で
あ
る
。
そ
ん
な
良
い
場
所
を
探
す

の
は
至
難
の
技
で
あ
り
、
都
会
で
は
も
は
や
不
可
能
に
近

い
。
自
民
党
の
二
ノ
湯
さ
と
し
事
務
所
で
も
、
色
々
の
場
所

を
物
色
し
た
が
、
適
当
な
物
件
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ず

困
っ
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
自
民
党
京
都
府
連
会
館
の
東
隣

の
民
家
が
、
空
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ

の
空
家
を
西
田
自
民
党
京
都
府
連
会
長
の
知
人
が
所
有
者
で

あ
り
、
話
が
と
ん
と
ん
拍
子
に
進
み
、
2
ヶ
月
間
借
り
る
こ

と
が
出
来
た
。
余
り
広
く
は
な
い
が
、
場
所
は
御
池
通
堀
川

東
で
、
交
通
の
便
は
良
く
、
し
か
も
自
民
党
京
都
府
連
の
東

隣
で
説
明
が
し
易
く
、
格
好
の
場
所
に
事
務
所
を
構
え
る
こ

と
が
出
来
た
。

二
ノ
湯
さ
と
し
事
務
所
開
設
の
お
知
ら
せ

左
記
の
日
程
で
、「
二
ノ
湯
さ
と
し
事
務
所
」
開
き
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

5
月
22
日
、
京
都
市
岡
崎
の
み
や
こ
メ
ッ
セ
で
、
参
議
院
選
挙
に
向

け
て
の
自
民
党
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
決
起
大
会
は
、

夏
の
戦
い
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
府
会
、

京
都
市
会
議
員
後
援
会
は
も
と
よ
り
、
二
ノ
湯
事
務
所
も
、
党
員
、

党
友
、
支
援
団
体
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。
そ
の
結
果
、
約
1500
人
が

参
加
、
会
場
内
は
満
席
と
な
り
、
多
く
の
人
が
立
っ
た
ま
ま
の
状
態

と
な
っ
た
。
来
賓
と
し
て
、
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
、
門
川
大
作
京

都
市
長
、
立
石
義
雄
京
都
商
工
会
議
所
会
頭
、
片
岡
宏
二
国
民
政
治

協
会
会
長
は
じ
め
、
京
都
府
下
各
自
治
体
の
ト
ッ
プ
が
参
加
し
た
。

先
ず
冒
頭
に
西
田
昌
司
京
都
府
連
会
長
は
「
今
回
は
安
倍
内
閣
の
経

済
政
策
が
問
わ
れ
る
選
挙
。
民
進
党
に
勝
ち
、
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た

さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
力
説
、
来
賓
も
「
京
都
で
圧
倒
的
勝
利
を
し

て
、
自
民
党
の

国
会
議
員
の
力

で
、
京
都
の
課

題
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
自
民
党

に
期
待
を
寄
せ

た
。
二
ノ
湯
議

員
は
「
参
議
院

議
員
は
京
都
府

全
域
に
目
配
り

を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
府

内
全
域
の
均
衡

あ
る
発
展
の
た

め
に
、
頑
張
り

た
い
」
と
決
意

を
語
っ
た
。

決意を語る二ノ湯議員

政
権
与
党
で
参
議
院
過
半
数
を
目
指
す

熱気あふれる自民党総決起大会
1500人が結集、必勝を誓う

熱気あふれる自民党総決起大会
1500人が結集、必勝を誓う

参
議
院
選
挙
の
本
拠
が
決
ま
る

自
民
党
府
連
の
真
東
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� 特別号（2）

一
、
沖
縄
に
住
む
ア
メ
リ
カ
軍
属
が
20
歳
の
女

性
を
殺
害
し
た
う
え
に
、
遺
体
を
遺
棄
し
た
事

件
が
起
こ
っ
た
。
普
天
間
の
米
軍
基
地
移
転
問

題
で
沖
縄
の
世
論
は
真
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る

と
き
の
悲
劇
で
あ
る
。
県
民
の
怒
り
は
暫
く
収

ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

一
、
7
年
ぶ
り
に
日
本
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
た
。
テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
る
伊
勢
神
宮
、

伊
勢
湾
の
美
し
い
島
々
を
見
て
い
る
と
、
伊
勢

志
摩
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
て
良
か
っ
た
と

参
院
選
6
月
22
日
公
示
7
月
10
日
投
票

猛
暑
の
中
の
参
議
院
選
挙

こ
こ
1
ヶ
月
余
り
、
永
田
町
で
は
、
安
倍
首

相
が
衆
議
院
の
解
散
を
断
行
し
、
衆
参
同
日

選
挙
に
踏
み
切
る
の
で
は
な
い
か
、
い
や
、
そ

れ
は
あ
り
得
な
い
、
と
言
う
話
で
、
持
ち
き
り

だ
っ
た
。
5
月
31
日
、
安
倍
首
相
は
消
費
税
増

税
の
再
延
期
を
決
断
、
同
時
に
衆
議
院
解
散
も

し
な
い
と
表
明
し
た
。
参
議
院
議
員
選
挙
は
、

単
独
で
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
示
日

は
6
月
22
日
、
投
票
日
は
7
月
10
日
、
選
挙
期

間
は
18
日
間
と
な
る
。
通
常
の
参
議
院
選
挙
は
、

17
日
間
で
あ
る
が
、
今
回
は
1
日
長
い
。
こ
れ

は
6
月
23
日
が
沖
縄
の
「
慰
霊
の
日
」
と
重
な

る
た
め
に
、
公
示
日
を
1
日
前
倒
し
た
結
果
で

あ
る
。
今
年
の
夏
は
、
天
気
予
報
に
よ
る
と
、

猛
暑
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
各
候
補
者
は
、

猛
暑
の
中
、
暑
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
京
都
府

下
一
円
を
走
り
回
る
こ
と
に
な
る
。

思
う
。
各
国
首
脳
は
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
の
中

で
実
り
あ
る
話
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
。

一
、
民
主
党
と
維
新
の
党
が
合
併
し
、
民
進
党

が
誕
生
し
た
。
そ
の
民
進
党
が
、
夏
の
参
議
院

選
挙
で
共
産
党
と
組
み
、
野
党
統
一
候
補
を
擁

立
、
自
公
候
補
と
対
抗
す
る
と
い
う
。
憲
法
、

安
全
保
障
、
消
費
税
な
ど
で
正
反
対
の
政
策
。

ど
う
し
て
一
緒
に
共
闘
で
き
る
の
か
。

一
、
東
京
都
の
知
事
は
、
知
事
の
中
の
知
事
で

あ
る
。
そ
の
知
事
の
政
治
資
金
の
使
い
方
は
、

み
み
っ
ち
い
の
一
言
に
尽
き
る
。
収
支
報
告
書

の
間
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
自
分
の
日
常
生
活

の
経
費
ま
で
、
政
治
資
金
で
落
と
す
と
は
、
間

違
い
で
済
ま
さ
れ
な
い
。

一
、
ア
メ
リ
カ
の
現
職
大
統
領
の
原
爆
被
災
地

の
訪
問
が
実
現
し
た
。
大
統
領
は
原
爆
記
念
館

で
、
原
爆
の
被
害
に
あ
っ
た
遺
品
、
悲
惨
な
写

真
を
見
て
、
ど
ん
な
印
象
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
核
な
き
世
界
の
実
現
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
同
様
、
大
国
の
責
任
で
あ
る
。

一
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
の
実

態
は
良
く
な
っ
て
い
る
。
首
相
は
、
東
日
本
大
震

災
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
級
の
経
済
変
動
以
外
、

消
費
税
増
税
を
実
施
す
る
と
国
会
で
答
弁
し
て

い
た
。
そ
れ
が
何
故
消
費
税
増
税
の
延
期
な
の

か
、
国
民
は
素
直
に
理
解
す
る
の
が
難
し
い
。

一
、
し
つ
け
の
た
め
に
山
中
に
置
き
去
り
に
さ

れ
た
小
学
生
が
、
6
日
ぶ
り
に
、
無
事
に
保
護

さ
れ
た
。
も
は
や
生
存
は
絶
望
と
思
っ
て
い
た

だ
け
に
、
生
き
て
い
て
何
よ
り
だ
っ
た
。
同
じ

年
の
孫
を
持
つ
身
と
し
て
、
早
く
見
つ
け
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。

歩
く
事
は
健
康
の
源
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
昭
和
62
年
に
京
都
市
会
議
員
に
当

選
し
て
以
来
、
自
分
だ
け
の
健
康
維
持
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
人
の
健
康
増
進
を
願
っ

て
、
月
一
度
、
後
援
会
行
事
と
し
て
「
み
ん

な
で
歩
こ
う
湯
歩
会
」
を
企
画
、
京
都
の
町

を
歩
き
ま
し
た
。
幸
い
に
京
都
は
名
所
、
旧

跡
が
多
く
、
歩
く
コ
ー
ス
に
事
欠
き
ま
せ

ん
。
市
外
に
も
足
を
延
ば
し
、
滋
賀
県
、
大

阪
に
も
行
き
ま
し
た
。
毎
回
70
〜
80
人
の
参

加
者
が
あ
り
、
コ
ー
ス
が
良
い
と

き
に
は
、
200
人
近
く
に
も
な
り
ま

し
た
。
実
施
す
る
前
に
は
、
事
前

に
コ
ー
ス
を
下
見
に
行
き
、
念
入

り
に
点
検
を
し
ま
し
た
。
市
議
会

議
員
在
職
中
、
200
回
を
数
え
ま
し

た
。
京
都
の
中
で
、
私
の
お
気
に
入
り
の
散

歩
コ
ー
ス
は
鴨
川
で
す
。
先
日
、
暇
を
見
つ

け
、
久
し
ぶ
り
に
鴨
川
を
歩
き
ま
し
た
。

さ
て
、
私
に
は
4
人
の
子
供
が
い
ま
す
。

上
2
人
が
男
、
下
2
人
が
女
で
す
。
長
男
、

次
男
は
高
校
、
大
学
時
代
は
音
楽
活
動
に
熱

心
で
し
た
。
ど
こ
で
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
の

か
、
2
人
と
も
政
治
家
に
な
り
ま
し
た
。
長

男
は
3
年
前
、
滋
賀
県
の
参
議
院
の
公
募
候

補
と
な
り
、
当
選
し
ま
し
た
。
次
男
は
私
の

秘
書
を
2
年
近
く
務
め
、
28
歳
で
京
都
市
右

京
区
か
ら
府
議
会
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
人

か
ら
、
大
変
羨
ま
し
が
ら
れ
ま
す
が
、
結
構

気
を
遣
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

健
康
は
全
て
の
活
動
の
源

多
く
の
人
の
健
康
を
願
っ
て

自
民
党
の
月
刊
女
性
誌
「
り
ぶ
る
」
4
月
号
に
二
之
湯
智
の
横
顔
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
え
と
す
に
転
載
致
し
ま
し
た
。

下鴨神社付近の鴨川を散歩

左長男（武史）、右次男（真士）

二に

之の

湯ゆ 

智さ
と
し 

参
議
院
議
員


